
No. 指定 名称 数量 年代
法量

(縦cm×横cm)
所蔵

１　姉川の戦い

1 浅井実記
あざいじっき

2冊 江戸時代 26.8*19.2 彦根城博物館

2 ◎ 姉川合戦図
あねがわかっせんず

1舗 江戸時代 41.2*55.6 彦根城博物館

3 ◎ 江州姉川合戦図
ごうしゅうあねがわかっせんず

1舗 文化8年(1811年)6月13日写 55.6*77.8 彦根城博物館

2　小谷城の戦い

4 ◎ 江陽浅井郡丁野山古砦之図
ごうようあざいぐんようのやまこさいのず

1舗 江戸時代 59.8*111.8 彦根城博物館

5 ◎ 虎御前山古砦図
とらごぜやまこさいず

1舗 江戸時代 53.3*108.5 彦根城博物館

6 ◎ 江陽浅井郡小谷山古城図
ごうようあざいぐんおだにやまこじょうず

1舗 江戸時代 72.2*157.8 彦根城博物館

7 信長記
しんちょうき

7冊
慶長年間(1596年～1615年)
成立
(江戸時代刊)

26.5*19.0 彦根城博物館

3　賤ヶ岳の戦い

8 川角太閤記
かわすみたいこうき

5冊
元和年間(1615年～1624年)
成立
(嘉永4年（1851年）刊)

26.3*18.2 彦根城博物館

9 ◎ 賤
しずがたけこせんじょうじんぞなえぜんず

箇嶽古戦場陣備全図 1舗 江戸時代 38.9*100.2 彦根城博物館

10 賤箇嶽記
しずがたけき

4冊 江戸時代 26.8*17.4 彦根城博物館

4　関ヶ原の戦い

11 ○ 古城山昔咄聞集書
こじょうやまむかしばなしききあつめがき

1冊 享保12年(1727年)6月14日 27.4*19.6 個人

12 関原始末記
せきがはらしまつき

1冊
明暦2年(1656年)成立
江戸時代写

27.6*19.7 彦根城博物館

13 関ヶ原記大全
せきがはらきたいぜん

7冊
元禄3年(1690年)
江戸時代写

29.0*19.5 彦根城博物館

14 ◎ 沢山古城之絵図
さわやまこじょうのえず

1舗 江戸時代 85.4*118.3 彦根城博物館

15 石田軍記
いしだぐんき

13冊 元禄11年(1698年)刊 27.1*19.2 彦根城博物館

16 ◎ 佐和山古城図
さわやまこじょうず

1舗 文政11年(1828年)7月 82.5*79.0 彦根城博物館

17 ◎ 赤坂御勝山御備之図
あかさかおかちやまおんそなえのず

1舗 江戸時代 89.5*61.8 彦根城博物館

18 ◎ 関ヶ原合戦御備之図
せきがはらかっせんおんそなえのず

1舗 江戸時代 86.2*102.8 彦根城博物館

19 ◎ 太平基軍伝
たいへいきぐんでん

1冊 江戸時代後期 12.0*34.0 彦根城博物館

◎は国指定重要文化財（彦根藩井伊家文書）
○は彦根市指定文化財（中村尚家文書）
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写 真 解 説

１ 虎御前山古砦図 1舗（作品リストNO.5）
とら ご ぜ やま こ さい ず

江戸時代

縦53.3㎝ 横108.5㎝

当館蔵(重要文化財 彦根藩井伊家文書のうち)

現在の長浜市湖北町・中野町にあった虎御前山の古砦の絵図。「江陽浅井郡丁野山古砦之図」（作品リ
とら ご ぜ やま ごう よう あざ い ぐん よう の やま こ さい の ず

スト4）、「江陽浅井郡小谷山古城図」（作品リスト6）と同じ作風で、ともに天正19年（1591年）9月の年
ごう よう あざ い ぐん お だに やま こ じよう ず

紀が記されています。ただ、徳川家康のことを絵図中に「家康公」と記載していることから、江戸時代

に描かれたものと考えられます。描かれた場面は、、姉川の戦い後に起きた元亀3年（1572年）の小谷城

包囲か、浅井家の最後の戦いとなった天正元年（1573年）の小谷城の戦いのいずれかのようです。絵図

には、山の地形や曲輪が細かく描かれ、織田信長・徳川家康・羽柴秀吉・明智光秀らの陣所が配置され

ていますが、これらの陣所の位置が何の史料を根拠として決められているのかは不明です。

２ 古城山昔咄聞集書 1冊（作品リストNO.11）
こ じようやまむかしばなしききあつめがき

享保12年（1727年）

縦27.4.㎝ 横19.6㎝

個人蔵(彦根市指定文化財 中村尚家文書のうち)

彦根藩井伊家7代当主直惟の命を受けた藩の普請方役所が、
なお のぶ ふ しん かた やく しよ

石田三成の居城であった佐和山城にまつわる地名の由来や逸

話を土地の古老などから聞き取り、まとめたものです。三成

の敗れた関ヶ原の戦いからこの聞き取りまで100年以上経過

していました。

本文は、石田三成の出自に始まり、本丸天守をはじめ、城

内各曲輪や城内の道などに関する話を詳細に記しています。

江戸時代中期の佐和山城に関する地元での伝承がわかり、佐

和山城の歴史を復元するうえでも貴重な史料です。



３ 佐和山古城図 1舗（作品リストNO.16）
さ わ やま こ じよう ず

文政11年（1828年）

縦82.5㎝ 横79.0㎝

当館蔵(重要文化財 彦根藩井伊家文書のうち)

江戸時代における佐和山とその周辺地域の現況を描き、各所に過去の情報と現状に関する情報を書き

込んだ絵図。図の左隅の記述によれば、彦根藩士の所蔵していた絵図や土地の古老から聞き取った伝承

を検証して書き込んだといいます。文政11年（1828年）7月の年紀があり、制作年代がわかる貴重な資

料です。
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